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（平成25年3月期） 



2012年度決算概要 

  4,192億円 （対前期比 ＋3.0％） 売上高 

• レミケード、新製品の伸長、ロイヤリティ収入の増加等 

• 薬価改定影響 △190億円 

    690億円 （対前期比 △0.1％） 営業利益 
 

   419億円 （対前期比 ＋7.4％）   当期純利益 

 新社設立以降、５期連続最高益（純利益）  

 レミケードの伸長： 売上高735億円（+10.8％） 

 ジレニア（FTY720）のブロックバスター化： ロイヤリティ収入195億円 

       ノバルティス2012年1月～2013年3月売上実績：1,616百万ドル 

 新製品６品目の伸長： 売上高合計220億円（181億円増収） 

 TA-7284の開発進展： 

      米国：承認取得（2013年3月）、欧州：申請（2012年6月）、日本：申請準備中 
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2012年度決算概況 

2012年度 2011年度 増減 業績予想 達成率 

億円 億円 億円 ％ 億円 ％ 

売上高 4,192 4,072 +120 +3.0 4,250 98.6 

 売上原価 1,664 1,523 +141 +9.3 1,670 99.6 

  売上原価率 39.7% 37.4% 39.3% 

売上総利益 2,528 2,549 -21 -0.8 2,580 98.0 

 販管費 1,838 1,858 -20 -1.1 1,880 97.8 

営業利益 690 690 -1 -0.1 700 98.5 

経常利益 694 688 +6 +0.9 710 97.7 

当期純利益 419 390 +29 +7.4 405 103.4 

※業績予想：2012年10月29日の第2四半期決算発表時に公表した2012年度予想値 
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事業別売上高 
【2012年度 決算概況】 

2012年度 2011年度 増減 業績予想 達成率 

億円 億円 億円 ％ 億円 ％ 

売上高 4,192 4,072 +120 +3.0 4,250 98.6 

（うち海外売上高） (477) (283) (+194) (+68.5) （410） (116.4) 

  医薬品事業 4,147 3,976 +171 +4.3 4,205 98.6 

国内医療用医薬品 3,566 3,554 +11 +0.3 3,690 96.6 

海外医療用医薬品 234 185 +49 +26.7 235 99.5 

一般用医薬品 53 54 -1 -2.1 55 96.1 

医薬品その他 295 183 +112 +61.3 225 130.9 

  その他 45 96 -51 -53.2 45 99.8 
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医療用医薬品 主要製品売上高 

2012年度 2011年度 増減 業績予想 達成率 

億円 億円 億円 ％ 億円 ％ 

国内医療用医薬品 3,566 3,554 +11 +0.3 3,690 96.6 
  レミケード 735 663 +72 +10.8 750 98.0 

  タリオン 143 133 +10 +7.3 150 95.5 

  メインテート 141 137 +4 +3.1 150 94.1 

  クレメジン 122 117 +5 +4.5 125 97.5 

  シンポニー 53 10 +43 +453.6 70 75.4 

  テラビック 51 15 +37 +245.9 85 60.5 

  レクサプロ 46 13 +33 +262.3 55 82.7 

  ワクチン 288 288 0 -0.1 295 97.6 

（ミールビック） (80) (95) (-15) (-15.9) (80) (100.3) 

（インフルエンザ） (77) (90) (-14) (-15.1) (85) (90.2) 

（ジェービックV） (48) (71) (-24) (-33.0) (60) (79.7) 

（テトラビック） (45) (-) (+45) (-) (-) (-) 

 田辺製薬販売取扱品（注） 190 175 +15 +8.5 190 99.8 

技術導出契約金等 227 96 +131 +136.2 155 146.3 

（ジレニア ロイヤリティ） (195) (56) (+139) (+246.3) (-) (-) 

【2012年度 決算概況】 

重 

点 

製 

品 

新
製
品 

注： ジェネリック医薬品の他、田辺三菱製薬より移管した長期収載品を含む 



売上高の増減 
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億円 

4,072 

4,192 
+91 

+181 

【2012年度 決算概況】 

-276 

-71 

+49 

+131 

+15 

薬価改定の影響 約190億円 

国内医療用医薬品 

ジレニアロイヤリティ  ＋139 

ファインケミカル事業譲渡 －51 

主に海外子会社の 
決算期変更による増収 

ラジカット    －92 
ワクチン（テトラビック除く）
    －46 
アンプラーグ    －23 

テトラビック ＋45 
シンポニー  ＋43 
テラビック  ＋37 
レクサプロ  ＋33 
テネリア ＋12 
イムセラ  ＋11 

レミケード ＋72 
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レミケード＆シンポニーの伸長 

（億円） 

（予想） 

【2012年度 決算概況】 

投与時間短縮（全適応） 

関節リウマチ用法用量変更 
乾癬効能追加 

クローン病維持療法効能追加 

関節リウマチ効能追加 

ベーチェット病による 
網膜ぶどう膜炎効能追加 

強直性脊椎炎効能追加 
潰瘍性大腸炎効能追加 

クローン病用法用量変更 

クローン病にて発売 

シンポニー発売 
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ジレニアの伸長 
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ロイヤリティ収入の推移（当社） （億円） 

 当社が創製し、海外はノバルティスに導出 

 72ヵ国で承認取得、臨床試験も含めた投薬患者数は63,000人以上 

 ノバルティス（スイス）による2012年全世界売上高：約12億ドル 

 2013年第1四半期（1～3月）全世界売上高：4.21億ドル 

（1-3月） 
出典：ノバルティス決算発表資料より 

【2012年度 決算概況】 

2012 
3Q 

ノバルティスとの 
売上計上時期のズレを解消 
同社の6か月分の売上高に 
相当するロイヤリティを当社
2012年度第3四半期に計上 

年 
年度 

当社計上時期 
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売上原価・販管費 
【2012年度 決算概況】 

2012年度 2011年度 増減 業績予想 達成率 

億円 億円 億円 ％ 億円 ％ 

売上高 4,192 4,072 +120 +3.0 4,250 98.6 

 売上原価 1,664 1,523 +141 +9.3 1,670 99.6 
売上原価率 39.7% 37.4% 39.3% 

売上総利益 2,528 2,549 -21 -0.8 2,580 98.0 

 販管費 1,838 1,858 -20 -1.1 1,880 97.8 
研究開発費 665 702 -37 -5.3 700 95.0 

人件費 519 520 -1 -0.1 515 100.8 

のれん償却額 103 101 +2 +1.6 102 100.9 

その他 551 535 +16 +3.0 563 97.9 

営業利益 690 690 -1 -0.1 700 98.5 
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営業外損益・特別損益 

2012年度 2011年度 増減 業績予想 達成率 

億円 億円 億円 ％ 億円 ％ 

営業利益 690 690 -1 -0.1 700 98.5 

 営業外損益 4 -3 +7 

経常利益 694 688 +6 +0.9 710 97.7 

 特別利益 42 12 +31 
  固定資産売却益 30 7 +22 
  その他 13 5 +8 

 特別損失 59 61 -2 
  事業統合関連損失 23 - +23 
  HCV訴訟損失引当金繰入額 20 - +20 
  減損損失 8 33 -26 
  投資有価証券評価損 3 22 -19 
  その他 6 6 0 

当期純利益 419 390 +29 +7.4 405 103.4 

【 2012年度 決算概況】 
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2013年度 業績予想 
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（平成26年3月期） 
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2013年度 業績予想 

2013年度予想 2012年度実績 増減 

億円 億円 億円 ％ 

売上高 4,170 4,192 -22 -0.5 
 売上原価 1,630 1,664 -34 -2.0 
  売上原価率 39.1% 39.7% 

売上総利益 2,540 2,528 +12 +0.5 
 販管費 1,840 1,838 +2 +0.1 
  研究開発費 705 665 +40 +6.0 
  人件費 479 519 -40 -7.7 
  のれん償却額 104 103 +1 +1.0 
  その他 552 551 +1 +0.2 
営業利益 700 690 +10 +1.5 
 営業外損益 15 4 +11 - 
経常利益 715 694 +21 +3.0 
 特別損益 -25 -17 -8 - 
当期純利益 440 419 +21 +5.0 
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医療用医薬品 主要製品売上高 

2013年度 
（予想） 

2012年度 
（実績） 増減 

億円 億円 億円 ％ 

国内医療用医薬品 3,545 3,566 -21 -0.6 
  レミケード 786 735 +51 +6.9 

  メインテート 158 141 +17 +11.9 

  タリオン 157 143 +14 +9.6 

  クレメジン 131 122 +9 +7.5 

  シンポニー 92 53 +39 +74.4 

  レクサプロ 83 46 +38 +82.4 

  テラビック 40 51 -11 -22.2 

  テネリア 35 12 +23 +188.8 

  イムセラ 30 13 +17 +139.8 

  ワクチン  279 288 -9 -3.1 

（テトラビック） (90) (45) (+45) (+98.6) 

（インフルエンザ） (81) (77) (+4) (+5.7) 

 田辺製薬販売取扱品（注） 140 190 -50 -26.2 

技術導出契約金等 293 227 +66 +29.3 

【2013年度 業績予想】 

重 

点 

製 

品 

新 
製 
品 

注： ジェネリック医薬品の他、田辺三菱製薬より移管した長期収載品を含む 
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億円 

4,192 
4,170 

+91 

+150 

【2013年度 業績予想】 

-50 

-212 

-23 

+66 -44 

国内医療用医薬品 

レミケード ＋51 

テトラビック ＋45 
シンポニー  ＋39 
レクサプロ  ＋38 
テネリア ＋23 
イムセラ  ＋17 
テラビック  －11 

ラジカット    －35 
ワクチン（テトラビック除く） 
    －53 
アンプラーグ    －14 

主に長生堂品取り扱い
中止による減収 

輸出用水痘ワクチン  －18 
前期：海外子会社決算期変更  
（15ヵ月分計上） ファインケミカル事業

譲渡による減収など 

主にジレニア、 
TA-7284のロイヤリティ 
前期：ジレニアロイヤリティ
15ヶ月分計上 



2013年度の主な取り組み 
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１．新製品を軸とした国内事業の躍進 

• 新製品の早期価値最大化 

• 長期収載品対応の強化 

• マルチチャネルを活用した情報提供体制の整備、効率的な供給体制の構築 

２．新薬創製力の強化 

• 2型糖尿病治療薬TA-7284（SGLT2阻害剤）の国内申請 

• 重点疾患領域におけるパイプラインの確実な推進 

３．海外事業拡大への基盤構築 

• ビンドレン販売開始による欧州事業基盤の強化 

• 中国および東南アジアの事業基盤強化 

４．事業・構造改革の加速化 

• 国内生産機能の強化 

• コスト構造適正化の推進 

• 販管費率の適正化、製品・原料の購入価格の低減、間接費の見直し 



新製品の早期価値最大化 
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＜新製品・重点製品＞ 
協業による営業力最大化 

• コ・マーケティング 
• コ・プロモーション 
• 特約店連携強化 

 LCMの推進 
• エビデンス取得 
• 効能・剤形追加 

情報提供：製品価値最大化 
• T-Shaped Marketing体制の整備 

 

新製品6品目の売上拡大 
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＜欧米／ヤンセン ファーマシューティカルズに導出＞ 

• 米国：2013年3月 米国初のSGLT2阻害剤として承認取得／製品名：INVOKANATM 

      2012年12月 メトホルミンとの合剤を申請 

• 欧州：2012年6月 承認申請 

      2013年Q3（7～9月） 欧州医薬品庁ディシジョン 

      2013年3月 メトホルミンとの合剤を申請 

＜日本／自社開発＞ 

• 申請準備中 

TA-7284／カナグリフロジン（2型糖尿病：SGLT2阻害剤） 

 

＜日本／自社開発＞ 

• 2012年9月 発売 

• 2013年2月 追加併用療法を申請 

    ビグアナイド系薬剤、α-グルコシダーゼ阻害剤、速効型インスリン分泌促進剤 

テネリア／テネリグリプチン（2型糖尿病：DPP-4阻害剤） 

糖尿病領域／開発の進捗状況 



2012年 2013年 2014年 2015年 
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6月承認 

9月発売開始 長期処方 

併用追加承認 

申請 
承認 

発売開始 

長期処方 

テネリア／テネリグリプチン（DPP-4阻害剤） 

ＴＡ-7284／カナグリフロジン（SGLT2阻害剤） 

2月併用申請 

糖尿病領域／国内展開スケジュール 



2013年度の主な取り組み 
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１．新製品を軸とした国内事業の躍進 

• 新製品の早期価値最大化 

• 長期収載品対応の強化 

• マルチチャネルを活用した情報提供体制の整備、効率的な供給体制の構築 

２．新薬創製力の強化 

• 2型糖尿病治療薬TA-7284（SGLT2阻害剤）の国内申請 

• 重点疾患領域におけるパイプラインの確実な推進 

３．海外事業拡大への基盤構築 

• ビンドレン販売開始による欧州事業基盤の強化 

• 中国および東南アジアの事業基盤強化 

４．事業・構造改革の加速化 

• 国内生産機能の強化 

• コスト構造適正化の推進 

• 販管費率の適正化、製品・原料の購入価格の低減、間接費の見直し 
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株主還元 

    2009年度  2010年度  2011年度  2012年度  2013年度（予想）       

当期純利益（億円） 

配当金 

20円 

28円 28円 

303 

377 
390 

419 

35円 
40円 

 配当方針 

 当社は、将来成長のための投資を積極的に実行することにより企
業価値の増大を図るとともに、安定的、継続的に株主還元を充実さ
せていくことを基本方針としている 

 中期経営計画11-15期間では、利益成長に加え、連結配当性向
50％（のれん償却前の連結配当性向40％）を目処に引き上げ、株
主還元を拡充する 

40円 

440 
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開発パイプラインの進捗 
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重点疾患3領域 

TA-7284 
（2型糖尿病／米：承認、 
 欧：申請中、日：申請間近） 
MT-3995 
（糖尿病性腎症／欧：P2、 
 日：P1） 
MT-9938 
（難治性そう痒症／米：P2） 

MT-1303 
（多発性硬化症／欧P2、 
 日：P1) 

MP-214（統合失調症／日：P2b/3） 
MT-4666（アルツハイマー型認知症／日：P2） 

中枢神経系疾患 
レクサプロ 

自己免疫 
疾患 
レミケード 
シンポニー 
イムセラ 

糖尿病・ 
腎疾患 
テネリア 
タナトリル 
クレメジン 
ビンドレン 
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機序 （予定適応症） 地域 P1 P2 P3 申請 承認 

   

自
社
開
発
品
（新
薬
） 

TA-7284 SGLT2阻害剤 （2型糖尿病） 日本 

MT-1303 
S1P受容体機能的アンタゴニスト 
（多発性硬化症） 

欧州 

MT-3995 
選択的ミネラロコルチコイド 
受容体拮抗剤（糖尿病性腎症） 

欧州 

MP-424 
NS3-4Aプロテアーゼ阻害剤 
（C型慢性肝炎） 

韓国 

導
出
品 

TA-7284/ 
INVOKANATM 

SGLT2阻害剤 （2型糖尿病） 
米国 

（ﾔﾝｾﾝ ﾌｧｰﾏ
ｼｭｰﾃｨｶﾙｽﾞ） 

TA-7284, 
FDC* 

SGLT2阻害剤 
（2型糖尿病・メトホルミン合剤） 

米・欧 
（ﾔﾝｾﾝﾌｧｰﾏ
ｼｭｰﾃｨｶﾙｽﾞ） 

TA-1790 PDE5阻害剤 （ED） 
欧州 

（ｳﾞｨｰｳﾞｧｽ) 

FTY720 
S1P受容体機能的アンタゴニスト 
（慢性炎症性脱髄性多発根神経
炎[CIDP]） 

国際共同治験 
（ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽ） 

開発パイプラインの進捗状況 
（自社開発品、導出品）   ：2013年2月1日以降の進捗 

申請間近 

承認 
 勧告 

*: Fixed dose combination 
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機序 
（予定適応症） 

地域 P1 P2 P3 申請 承認 

L
C
M
 

オメプラゾン 
プロトンポンプ阻害剤 
（ヘリコバクター・ピロリ感染胃炎
における除菌の補助） 

日本 

グルトパ 
血栓溶解剤 
（虚血性脳血管障害急性期［発症
後4.5時間以内］） 

日本 

テネリア 
DPP-4阻害剤 
（2型糖尿病・追加併用） 

日本 

イムセラ 
S1P受容体機能的アンタゴニスト 
（CIDP） 

国際共同 
治験＊ 

タリオン 
選択的ヒスタミンH1受容体拮抗剤
（小児アトピー性皮膚炎） 

日本 

テラビック 
NS3-4Aプロテアーゼ阻害剤 
（C型慢性肝炎[ペガシス/フエロン
併用］） 

日本 

開発パイプラインの進捗状況（自社開発品LCM） 
  ：2013年2月1日以降の進捗 

＊：日本はノバルティスファーマとの共同開発 
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フェーズ1試験 フェーズ2試験 フェーズ3試験 申請 
承認・販売開始 
（2012年10月以降） 

■MT-1303 

  多発性硬化症 

■MT-3995 

  高血圧 

■コレバイン 

  高リン血症 

自
社
開
発
品 

主
な
導
出
品 

■MT-4666 

  アルツハイマー型認知症 

■コレバイン 

  2型糖尿病 

■TA-7284 

  2型糖尿病 

■MP-214 

  統合失調症 

■レミケード 

  難治性川崎病 

  特殊型ベーチェット病 

  小児・クローン病 

  小児・潰瘍性大腸炎 

  乾癬・増量 

■イムセラ 

  慢性炎症性脱髄性多発根神経炎＊ 

■ラジカット 

  ALS 

■タリオン 

  小児・アレルギー性鼻炎 

  小児・アトピー性皮膚炎 

■テラビック 

  C型慢性肝炎（ジェノタイプ2） 

  C型慢性肝炎（ペガシス併用） 

  C型慢性肝炎（フエロン併用） 

■テネリア/MP-513 

  2型糖尿病・追加併用 

■メインテート 

  慢性心房細動 

■オメプラゾン 

  ヘリコバクターピロリ 

  感染胃炎における 

  除菌の補助 

■グルトパ 

  虚血性脳血管障害 

  急性期 

  〔発症後4.5時間以内〕 

■TA-7906 

  アトピー性皮膚炎 

■Y-39983 

  緑内障 

 

治療対象疾患 

■：自己免疫疾患 

■：糖尿病・腎疾患 

■：中枢神経系疾患 

■：その他 

2013年5月8日現在 
赤字：2012年度第2四半期決算発表（2012年10月29日）以降進捗 

■MT-4580 

  二次性副甲状腺 

  機能亢進症 

 

中止 

■MP-435 

  関節リウマチ 

＊：国際共同治験。日本はノバルティスファーマとの共同開発。 
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フェーズ1試験 フェーズ2試験 フェーズ3試験 申請 
承認・販売開始 
（2012年10月以降） 

■MP-513（米国） 

  2型糖尿病 

■MP-124（米国・カナダ） 

  脳梗塞急性期 

■ MP-157（欧州） 

  高血圧 

■ GB-1057（米国） 

  安定化剤 

■MP-424（韓国） 

  C型慢性肝炎 

 

自
社
開
発
品 

主
な
導
出
品 

■MT-1303（欧州） 

  多発性硬化症 

■MT-9938（米国） 

  難治性そう痒症 

■MP-513（欧州） 

  2型糖尿病 

■MT-3995（欧州） 

  糖尿病性腎症 

 

■MP-146（米国、欧州） 

  慢性腎臓病 

■MP-424（台湾） 

  C型慢性肝炎 

 

■ビンドレン（欧州） 

  高リン血症 

 

■T-0047（欧州） 

  多発性硬化症 

■TA-7284（米国・欧州） 

  肥満 

■MCC-847（韓国） 

  喘息 

 
治療対象疾患 

■：自己免疫疾患 

■：糖尿病・腎疾患 

■：中枢神経系疾患 

■：その他 

■MP-513（韓国） 

  2型糖尿病 

■FTY720  

   (国際共同治験) 

  慢性炎症性脱髄性 

  多発根神経炎 

 

■TA-7284（欧州） 

  2型糖尿病 

■TA-7284/Met IR合剤 

  (米国・欧州) 

  2型糖尿病 

■TA-1790（欧州） 

  勃起不全 

■TA-7284（米国） 

  2型糖尿病 

2013年5月8日現在 

■Wf-516（欧州） 

  うつ病 

中止 

■MT-7716（米国） 

  アルコール使用障害 

赤字：2012年度第2四半期決算発表（2012年10月29日）以降進捗 
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注意事項 
 

本資料に記載した一切の記述内容は、現時点での入手可能な情報に基づき、 

一部主観的前提をおいて合理的に判断したものであり、 

将来の結果はさまざまな要素により大きく異なる可能性がございますので、 

ご了承ください。 

 


